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【論文の内容の要約】 
 発芽前の成熟種子には，種子形成時に転写されたmRNAが 1万種類以上も存在しており，
これらは発芽するまで長期間維持されているので long-lived mRNAと呼ばれている．いく
つかの植物種では「発芽誘導に必要なタンパク質の合成は long-lived mRNA を用いて行わ
れている」という可能性が指摘されている．しかしながら long-lived mRNA を利用した遺
伝子発現機構については不明な点が多く残されている．本研究では主要な作物であり，単
子葉のモデル植物でもあるイネを用いて，①発芽に必要なタンパク質はあらかじめ存在し
ている long-lived mRNAから翻訳されているのか，②long-lived mRNA の転写は種子形成
のどの段階で完了しているのか，③1万種類以上の long-lived mRNAの中で実際に翻訳さ
れるものは何か，および④どのような機構で極度に乾燥した種子中で，long-lived mRNA
が翻訳可能な状態で維持されるのかといった点を明らかにすることを目的として解析を行
った． 
 イネの成熟種子は転写阻害剤存在下でもその発芽が誘導されたことから，発芽誘導に必
要なタンパク質は，あらかじめ種子に存在している long-lived mRNAを用いて翻訳されて
いることが明らかとなった．また種子形成中において，発芽に必須な long-lived mRNAの
転写が完了する時期を特定するため，開花後 10 から 40 日目（DAF）の種子から経時的に
胚を分離し，転写阻害剤存在下で吸水させ，発芽試験を行った．その結果，発芽に必須な
long-lived mRNA の転写は，20 DAFには完了することが示された．さらにトランスクリ
プトームおよびプロテオーム解析により，乾燥種子中に存在する long-lived mRNA のうち，
発芽誘導に必須な mRNA の候補が特定された．その上で，極度に乾燥した種子中で
long-lived mRNA を翻訳可能な状態で維持する RNA 結合タンパク質の候補を明らかにし
た． 
 種子における long-lived mRNAを利用した遺伝子発現機構は，新たな転写を必要とせず，
極度に乾燥した胚が吸水直後に著しく成長する上で有利にはたらくシステムであると考え
られる． 
